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【手続補正書】
【提出日】平成27年5月8日(2015.5.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　識別情報を変動表示する変動表示手段を備え、識別情報の表示結果に基づいて所定の遊
技価値が付与可能となる遊技機であって、
　前記所定の遊技価値を付与するか否かを、識別情報の表示結果が導出表示される前に決
定する事前決定手段と、
　前記事前決定手段の決定結果に基づいて、前記所定の遊技価値が付与される可能性を予
告する予告演出を実行するか否かと、実行する場合における予告演出の態様を決定する予
告演出決定手段と、
　前記予告演出決定手段の決定結果に基づいて、識別情報の変動表示中に予告演出を実行
する予告演出実行手段とを備え、
　前記予告演出決定手段は、
　複数種類の予告演出種別毎に互いに異なる予告種別決定値が割り当てられた複数の予告
種別決定用データと、前記予告種別決定値と比較される予告種別決定用乱数とを用いて、
いずれかの予告演出種別に決定する予告種別決定手段と、
　前記複数種類の予告演出種別毎に予告演出の態様を決定するための予告態様決定値が割
り当てられた予告態様決定用データと、前記予告態様決定値と比較される予告態様決定用
乱数とを用いて、前記予告種別決定手段により決定された予告演出種別に含まれる予告演
出の態様のうちいずれかに決定する予告態様決定手段と、
　所定の選択条件が成立すると、複数の予告種別決定用データから選択する予告種別決定
用データ選択手段とを含み、
　前記予告態様決定手段は、前記予告種別決定手段により決定された予告演出種別に対応
する予告態様決定用データとして、前記予告種別決定用データ選択手段により選択された
予告種別決定用データにかかわらず共通の予告態様決定用データを用いて、予告演出の態
様を決定する、
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０００７】
　（１）上記目的を達成するため、本願の請求項に係る遊技機は、識別情報（例えば特別
図柄や飾り図柄など）を変動表示する変動表示手段（例えば第１及び第２特別図柄表示装
置４Ａ、４Ｂや画像表示装置５など）を備え、識別情報の表示結果に基づいて所定の遊技
価値が付与可能となる（例えば大当り遊技状態となる）遊技機（例えばパチンコ遊技機１
など）であって、前記所定の遊技価値を付与するか否かを、識別情報の表示結果が導出表
示される前に決定する事前決定手段（例えばステップＳ２４１の処理を実行する遊技制御
用マイクロコンピュータ１００のＣＰＵ１０３など）と、前記事前決定手段の決定結果に
基づいて、前記所定の遊技価値が付与される可能性を予告する予告演出を実行するか否か
と、実行する場合における予告演出の態様を決定する予告演出決定手段（例えばステップ
Ｓ４３７～Ｓ４３９の処理を実行する演出制御用ＣＰＵ１２０など）と、前記予告演出決
定手段の決定結果に基づいて、識別情報の変動表示中に予告演出を実行する予告演出実行
手段（例えばステップＳ４６２～Ｓ４６５の処理を実行する演出制御用ＣＰＵ１２０など
）とを備え、前記予告演出決定手段は、複数種類の予告演出種別（例えば連続予告種別Ｒ
ＣＡ～ＲＣＣ、単独予告種別ＲＳＡ～ＲＳＣなど）毎に互いに異なる予告種別決定値が割
り当てられた複数の予告種別決定用データ（例えば連続予告種別決定テーブルＴＲＣ１や
単独予告種別決定テーブルＴＳＣ１を構成するテーブルデータなど）と、前記予告種別決
定値と比較される予告種別決定用乱数（例えば連続予告種別決定用の乱数値ＳＲ１－１や
単独予告種別決定用の乱数値ＳＲ２－１を示す数値データなど）とを用いて、いずれかの
予告演出種別に決定する予告種別決定手段（例えばステップＳ５４６～Ｓ５４９、Ｓ５７
１～Ｓ５７４の処理を実行する演出制御用ＣＰＵ１２０など）と、前記複数種類の予告演
出種別毎に予告演出の態様を決定するための予告態様決定値が割り当てられた予告態様決
定用データ（例えば連続予告パターン決定テーブルＴＲＰ１や単独予告パターン決定テー
ブルＴＰＳ１を構成するテーブルデータなど）と、前記予告態様決定値と比較される予告
態様決定用乱数（例えば連続予告パターン決定用の乱数値ＳＲ１－２や単独予告パターン
決定用の乱数値ＳＲ２－２を示す数値データなど）とを用いて、前記予告種別決定手段に
より決定された予告演出種別に含まれる予告演出の態様のうちいずれかに決定する予告態
様決定手段（例えばステップＳ５５１～Ｓ５５３、Ｓ５７６～Ｓ５７８の処理を実行する
演出制御用ＣＰＵ１２０など）と、所定の選択条件が成立すると、複数の予告種別決定用
データ（例えば連続予告種別決定テーブルＴＲＣ１で連続予告種別決定用データ設定ＭＲ
Ａ～ＭＲＣに応じて構成されたテーブルデータや単独予告種別決定テーブルＴＲＳ１で単
独予告種別決定用データ設定ＭＳＡ～ＭＳＣに応じて構成されたテーブルデータなど）か
ら選択する予告種別決定用データ選択手段（例えばステップＳ４３７のデータ設定変更処
理を実行する演出制御用ＣＰＵ１２０など）とを含み、前記予告態様決定手段は、前記予
告種別決定手段により決定された予告演出種別に対応する予告態様決定用データとして、
前記予告種別決定用データ選択手段により選択された予告種別決定用データにかかわらず
共通の予告態様決定用データを用いて、予告演出の態様を決定する（例えば連続予告パタ
ーン決定テーブルＴＰＲ１では連続予告種別決定用データ設定ＭＲＡ～ＭＲＣにかかわら
ず連続予告種別ＲＣＡ～ＲＣＣに応じて各連続予告パターンに決定値が割り当てられてお
り、また、単独予告パターン決定テーブルＴＰＳ１では単独予告種別決定用データ設定Ｍ
ＳＡ～ＭＳＣにかかわらず連続予告種別ＲＳＡ～ＲＳＣに応じて各単独予告パターンに決
定値が割り当てられている）。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　このような構成によれば、予告種別決定手段は、複数種類の予告演出種別毎に互いに異
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なる予告種別決定値が割り当てられた複数の予告種別決定用データと、予告種別決定値と
比較される予告種別決定用乱数とを用いて、いずれかの予告演出種別に決定する。そして
、所定の選択条件が成立すると、複数の予告種別決定用データから選択する。その一方で
、予告種別決定手段により決定された予告演出種別に対応する予告態様決定用データとし
て、選択された予告種別決定用データにかかわらず共通の予告態様決定用データを用いて
、予告演出の態様が決定される。したがって、予告演出種別の決定割合を変化させて予告
演出による遊技の興趣を向上させる効果を維持しつつ、各予告演出種別における予告演出
の態様の決定割合は変化しないようにすることで、遊技者は注目すべき予告演出を容易に
認識することができる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　（２）上記（１）の遊技機において、複数の予告種別決定用データはそれぞれ、予告演
出の態様が含まれる予告演出種別の他に予告演出を実行しないことを示す予告演出種別に
共通の予告種別決定値が割り当てられていてもよい（例えば連続予告種別決定テーブルＴ
ＲＣ１や単独予告種別決定テーブルＴＲＳ１では「予告なし」の決定結果に決定値が割り
当てられている）。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　（３）上記（１）または（２）の遊技機において、前記複数種類の予告種別決定用デー
タはそれぞれ、前記複数種類の予告演出種別毎に前記所定の遊技価値が付与される信頼度
を、前記予告種別決定手段により用いられる予告種別決定用データに応じて異ならせるよ
うに、前記複数種類の予告演出種別毎に互いに異なる予告種別決定値が割り当てられてい
てもよい（例えば連続予告種別決定テーブルＴＲＣ１では連続予告種別決定用データ設定
ＭＲＡ～ＭＲＣに応じて入賞時大当りフラグがオンまたはオフである場合の決定値の割当
て比率が異なり、単独予告種別決定テーブルＴＳＣ１では単独予告種別決定用データ設定
ＭＳＡ～ＭＳＣに応じて特図表示結果が「大当り」または「ハズレ」である場合の決定値
の割当て比率が異なっている）。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　（４）上記（１）から（３）のいずれかの遊技機において、所定の始動領域（例えば普
通入賞球装置６Ａが形成する第１始動入賞口や普通可変入賞球装置６Ｂが形成する第２始
動入賞口など）を遊技媒体が通過した後に、変動表示の開始を許容する開始条件の成立（
例えばステップＳ２３１、Ｓ２３５のいずれかにおいてＮｏの判定がなされたことなど）
に基づいて、前記変動表示手段により識別情報を変動表示する制御を行う変動表示制御手
段（例えばステップＳ１１２、Ｓ１１３の処理を実行するＣＰＵ１０３や、ステップＳ１
７２、Ｓ１７３の処理を実行する演出制御用ＣＰＵ１２０など）と、前記所定の始動領域
を遊技媒体が通過したときに、前記事前決定手段により前記所定の遊技価値を付与するか
否かを決定するために用いる決定用乱数（例えば特図表示結果決定用の乱数値ＭＲ１を示
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す数値データなど）を抽出する抽出手段（例えばステップＳ２１８の処理を実行するＣＰ
Ｕ１０３など）と、前記所定の始動領域を通過したにもかかわらず前記変動表示の開始条
件が成立していない変動表示について、前記抽出手段が抽出した前記決定用乱数を所定の
上限記憶数の範囲内で保留記憶として記憶する保留記憶手段（例えば第１及び第２特図保
留記憶部１５１Ａ、１５１Ｂなど）と、前記所定の始動領域を通過したときに、前記抽出
手段により抽出された前記決定用乱数の値に基づいて、前記事前決定手段により前記所定
の遊技価値を付与すると決定されるか否かを判定する始動判定手段（例えばステップＳ４
０２、Ｓ４０５の処理を実行するＣＰＵ１０３など）とを備え、前記事前決定手段は、前
記変動表示の開始条件が成立した変動表示について、前記保留記憶手段から読み出した前
記決定用乱数を用いて、前記所定の遊技価値を付与するか否かの決定を行い（例えばＣＰ
Ｕ１０３はステップＳ２３２、Ｓ２３６の処理を実行してからステップＳ２４１の処理を
実行することなど）、前記予告演出実行手段は、前記事前決定手段による決定結果に基づ
いて、前記変動表示手段による当該変動表示において単独予告演出（例えば単独予告パタ
ーンＰＳＡ１～ＰＳＡ３、ＰＳＢ１～ＰＳＢ３、ＰＳＣ１～ＰＳＣ３による予告演出など
）を実行する単独予告演出実行手段（例えばステップＳ４６５の処理を実行する演出制御
用ＣＰＵ１２０など）と、前記始動判定手段による判定結果に基づいて、前記変動表示手
段による複数回の変動表示にわたり連続予告演出（例えば連続予告パターンＰＲＡ１～Ｐ
ＲＡ３、ＰＲＢ１～ＰＲＢ３、ＰＲＣ１～ＰＲＣ３による予告演出など）を実行する連続
予告演出実行手段（例えばステップＳ４６３の処理を実行する演出制御用ＣＰＵ１２０な
ど）とを含み、前記予告種別決定手段は、複数種類の単独予告演出種別（例えば単独予告
種別ＲＳＡ～ＲＳＣなど）毎に互いに異なる単独予告種別決定値が割り当てられた複数の
単独予告種別決定用データ（例えば単独予告種別決定テーブルＴＳＣ１を構成するテーブ
ルデータなど）と、前記単独予告種別決定値と比較される単独予告種別決定用乱数（例え
ば単独予告種別決定用の乱数値ＳＲ２－１など）とを用いて、いずれかの単独予告種別に
決定する単独予告種別決定手段（例えばステップＳ５７１～Ｓ５７４の処理を実行する演
出制御用ＣＰＵ１２０など）と、複数種類の連続予告演出種別（例えば連続予告種別ＲＣ
Ａ～ＲＣＣなど）毎に互いに異なる連続予告種別決定値が割り当てられた複数の連続予告
種別決定用データ（例えば連続予告種別決定テーブルＴＲＣ１を構成するテーブルデータ
など）と、前記連続予告種別決定値と比較される連続予告種別決定用乱数（例えば連続予
告種別決定用の乱数値ＳＲ１－１など）とを用いて、いずれかの連続予告種別に決定する
連続予告種別決定手段（例えばステップＳ５４６～Ｓ５４９の処理を実行する演出制御用
ＣＰＵ１２０など）とを含み、前記予告種別決定用データ選択手段は、前記所定の選択条
件のうち、所定の単独予告用選択条件が成立すると、複数の単独予告種別決定用データ（
例えば単独予告種別決定テーブルＴＳＣ１で単独予告種別決定用データ設定ＭＳＡ～ＭＳ
Ｃに応じて構成されたテーブルデータなど）から選択する単独予告種別決定用データ選択
手段（例えばステップＳ５２１～Ｓ５３０の処理を実行する演出制御用ＣＰＵ１２０など
）と、前記所定の選択条件のうち、前記所定の単独予告用選択条件とは異なる所定の連続
予告用選択条件が成立すると、複数の連続予告種別決定用データ（例えば連続予告種別決
定テーブルＴＲＣ１で連続予告種別決定用データ設定ＭＲＡ～ＭＲＣに応じて構成された
テーブルデータなど）から選択する連続予告種別決定用データ選択手段（例えばステップ
Ｓ５１１～Ｓ５２０の処理を実行する演出制御用ＣＰＵ１２０など）とを含んでもよい。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　このような構成において、単独予告種別決定手段は、複数種類の単独予告種別毎に互い
に異なる単独予告種別決定値が割り当てられた複数の単独予告種別決定用データと、単独
予告種別決定値と比較される単独予告種別決定用乱数とを用いて、いずれかの単独予告種
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別に決定する。また、連続予告種別決定手段は、複数種類の連続予告種別毎に互いに異な
る連続予告種別決定値が割り当てられた複数の連続予告種別決定用データと、連続予告種
別決定値と比較される連続予告種別決定用乱数とを用いて、いずれかの連続予告種別に決
定する。そして、単独予告用選択条件が成立すると、複数の単独予告種別決定用データか
ら選択し、単独予告用選択条件とは異なる連続予告用選択条件が成立すると、複数の連続
予告種別決定用データから選択する。こうして様々な予告演出種別の決定割合を多様に変
化させることで、遊技の興趣を向上させることができる。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　（６）上記（１）から（５）のいずれかの遊技機において、前記変動表示手段として、
第１識別情報（例えば第１特図など）を変動表示する第１変動表示手段（例えば第１特別
図柄表示装置４Ａなど）と、前記変動表示手段として、第２識別情報（例えば第２特図な
ど）を変動表示する第２変動表示手段（例えば第２特別図柄表示装置４Ｂなど）とを備え
、前記予告種別決定用データ選択手段は、前記第１変動表示手段による第１識別情報の変
動表示が開始されるときと、前記第２変動表示手段による第２識別情報の変動表示が開始
されるときに、互いに異なる割合で予告種別決定用データを選択してもよい（例えばステ
ップＳ５１３～Ｓ５１５の処理を実行した後にステップＳ５１８の処理を実行することや
、ステップＳ５２３～Ｓ５２５の処理を実行してからステップＳ５２８の処理を実行する
ことなど）。
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